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1 桁以上低下した速度で徐々に砂が移動する後期段階に分けられることを見出している o また，前期段階では，
砂がベントや壁面に衝突して急減速され，主にその衝撃現象により砂の充てんが生じること，後期段階でもダル
シ一流れの効果により充てん密度が変化することを明らかにしている。
(4)充てん過程中，場所によっては密度は常に増加するとは限らず，減少する場合も~ること，角部で砂が流れ込み
にくい場所や空気の分流が発生しやすい場所，最終充てん位置，強いせん断流が生じる場所，空気漏れがある場
所などが低密度になりやすいこと，逆に空気が流れやすいベント近傍の密度が高くなることを見出している。
(5)吸引時間が短く，ベント数が少ない場合，後期段階でのダルシー効果が小さく，前期段階での滑りにより生じた
滑り線が残り，等密度分布線の形状は砂の見かけ充てんパターンと類似すること，吸引時間が長いほど，ベント
数が多いほど，後期段階でのダルシー効果が働き，平均密度が高くなることを見出している。
以上のように，本論文は，従来不明であった減圧吸引造型法における砂の充てん挙動を解明すると共に，その実用
的な数値シミュレーション法を提案するものである D また，その成果は，砂以外の種々の粉体成形プロセスにも応用
できる点が多く，鋳造工学，粉体加工学，材料工学などの進歩に寄与するところが大きし」よって本論文は，博士論
文として価値あるものと認める o
円hu? ?
